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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第94期

第２四半期連結
累計期間

第95期
第２四半期連結
累計期間

第94期

会計期間
自 2020年４月１日
至 2020年９月30日

自 2021年４月１日
至 2021年９月30日

自 2020年４月１日
至 2021年３月31日

売上高 （百万円） 82,328 113,545 204,714

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △3,126 1,936 8,277

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）

（百万円） △1,484 1,248 7,378

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △727 4,939 16,586

純資産額 （百万円） 81,049 98,707 95,914

総資産額 （百万円） 205,135 235,876 226,066

１株当たり四半期（当期）純利

益又は１株当たり四半期純損失

（△）

（円） △22.77 19.14 113.14

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 34.41 37.44 37.66

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） 6,161 1,726 18,259

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） △5,696 △9,041 △12,198

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） △2,680 6,879 △6,886

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 21,683 24,300 24,891

 

回次
第94期

第２四半期連結
会計期間

第95期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

自 2021年７月１日
至 2021年９月30日

１株当たり四半期純利益又は１

株当たり四半期純損失（△）
（円） 25.31 △4.81

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第94期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、１株当たり

四半期純損失であり潜在株式が存在しないため記載しておりません。

第94期及び第95期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社、以下

同じ）が判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間（2021年４月１日～９月30日）における世界経済は、アジアなど一部の地域で新型コ

ロナウイルス感染症が再拡大し、全体として厳しい状況が継続しました。また、自動車業界では完成車メーカーを

中心に半導体不足の影響が顕在化し、大幅な生産変動への対応を迫られたほか、鋼材をはじめとする原材料価格や

物流コストの上昇傾向も逆風となりました。

一方当社におきましては、電動化による変化をチャンスと捉え、コア事業であるモビリティ事業の強化に加え、

継続的な改善活動やDX（デジタルトランスフォーメーション）によるコスト削減や生産性の向上に努めておりま

す。また、グローバルで「脱炭素」の動きが加速するなか、今年５月に「ムサシカーボンニュートラル宣言」を発

表し、2050年にバリューチェーン全体でCO２排出量実質ゼロを実現するための取り組みにも着手いたしました。さ

らに、AIや植物バイオ、エナジーソリューションといった各新規事業領域への展開も積極的に進め、将来を担う新

事業の創出と事業活動を通じた社会課題解決への貢献を目指しております。

このような状況において、当連結会計年度においては、足元の生産変動に対する変動費、固定費の管理にグロー

バルで取り組むとともに、下期以降の生産回復も視野に入れたオペレーションの最適化に注力してまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における連結売上高は113,545百万円（前年同期比37.9％増）の増収とな

りました。利益面では、連結営業利益は2,333百万円（前年同期は連結営業損失2,918百万円）の増益となりまし

た。連結経常利益は1,936百万円（前年同期は連結経常損失3,126百万円）の増益となり、親会社株主に帰属する四

半期純利益は1,248百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失1,484百万円）の増益となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりです。

（日本）

売上高は16,233百万円(前年同期比31.3％増)、セグメント利益は757百万円(前年同期は1,980百万円の損失)とな

りました。

（米州）

売上高は24,718百万円(同29.3％増)、セグメント損失は47百万円(前年同期は140百万円の利益)となりました。

（アジア）

売上高は25,564百万円(同58.6％増)、セグメント利益は1,781百万円(前年同期は1,334百万円の損失)となりまし

た。

（中国）

売上高は14,279百万円(同0.3％減)、セグメント利益は1,109百万円(同42.7％減)となりました。

（欧州）

売上高は32,749百万円(同60.4％増)、セグメント損失は1,269百万円(前年同期は1,875百万円の損失)となりまし

た。

一方、財政状態は次のとおりです。

総資産は、前期末に比べて9,809百万円増加し、235,876百万円となりました。

流動資産は、前期末に比べて3,819百万円増加し、105,872百万円となりました。主な要因は、商品及び製品、原

材料及び貯蔵品の増加によるものであります。

固定資産は、前期末に比べて5,990百万円増加し、130,003百万円となりました。主な要因は、投資有価証券の増

加によるものであります。

負債は、前期末に比べて7,016百万円増加し、137,168百万円となりました。主な要因は、借入金の増加によるも

のであります。

非支配株主持分を含めた純資産は、前期末に比べて2,792百万円増加し、98,707百万円となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間において、営業活動の結果得られた資金は1,726百万円となりました。資金の増加の

主な要因は、減価償却費、売上債権の減少等です。資金の減少の主な要因は、棚卸資産の増加額、仕入債務の減少

等です。

投資活動の結果使用した資金は9,041百万円となりました。主な要因は、有形固定資産の取得による支出等で

す。

財務活動の結果得られた資金は6,879百万円となりました。主な要因は、借入金の増加等です。

この結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、24,300百万円となりました。

 

(3) 経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、2,388百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間における当社グループの生産、受注および販売実績の内容については、「(1) 財政状

態及び経営成績の状況」をご覧ください。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 140,000,000

計 140,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2021年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2021年11月４日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 65,287,701 65,287,701

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第一部

単元株式数

100株

計 65,287,701 65,287,701 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2021年７月16日

（注）
29,100 65,287,701 32 5,427 32 5,168

（注）譲渡制限付株式報酬の付与を目的とした新株式の有償発行によるものです。

発行価額 2,268円00銭

資本組入額 1,134円00銭

割当先 当社の取締役（監査等委員である取締役を除く）５名及び

取締役を兼務しない執行役員９名
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（５）【大株主の状況】

  2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

本田技研工業株式会社 東京都港区南青山二丁目１番１号 16,364 25.06

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11番３号 7,113 10.89

合資会社大塚ホールディングス 愛知県豊橋市南大清水町字元町118番地 2,603 3.98

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海一丁目８番12号 2,286 3.50

ジェーピーモルガンチェースバンク38563

（常任代理人　株式会社みずほ銀行決済営

業部）

25 BANK STREET, CANARY WHARF,

LONDON, E14 5JP, UN

ITED KINGDOM

(東京都港区港南二丁目１５番１号)

2,198 3.36

株式会社日本カストディ銀行（信託口９） 東京都中央区晴海一丁目８番12号 2,187 3.35

大塚浩史 愛知県豊橋市 1,489 2.28

ガバメント オブ ノルウェー

（常任代理人　シティバンク　エヌ・エイ

東京支店）

BANKPLASSEN 2, 0107 OSLO 1 OSLO

0107 NO

（東京都新宿区新宿六丁目27番30号）

1,178 1.80

ジユニパ－

（常任代理人　株式会社三菱UFJ銀行）

P.O.BOX 2992 RIYADH 11169 KINGDOM

OF SAUDI ARABIA

（東京都千代田区丸の内２丁目７－

１）

1,100 1.68

STATE STREET LONDON CARE OF STATE

STREET BANK AND TRUST, BOSTON SSBTC A/C

UK LONDON BRANCH CLIENTSUNITED

KINGDOM

（常任代理人　香港上海銀行支店カスト

ディ業務部）

ONE LINCOLN STREET, BOSTON MA USA

02111

（東京都中央区日本橋３丁目１１－

１）

1,095 1.67

計 － 37,617 57.61

（注）１．日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）、株式会社日本カストディ銀行（信託口９）及び株式会

社日本カストディ銀行（信託口）の所有株式数は、すべて信託業務に係るものであります。

２．シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社及びその共同保有者から、2021年４月21日付にて

提出された大量保有報告書の変更報告書により、2021年4月15日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有し

ている旨の報告を受けておりますが、当社として当第２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確

認ができませんので上記大株主の状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
（千株）

株券等保有割合
（％）

シュローダー・インベストメ

ント・マネジメント株式会社

東京都千代田区丸の内１－

８－３
2,851 4.37

シュローダー・インベストメ

ント・マネジメント・ノース

アメリカ・リミテッド

英国　EC2Y5AU　ロンドン　ロ

ンドン・ウォール・プレイス

１

945 1.45

シュローダー・インベストメ

ント・マネジメント・リミ

テッド

英国　EC2Y5AU　ロンドン　

ロンドン・ウォール・プレ

イス１

121 0.19
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2021年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 24,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 65,256,600 652,566 －

単元未満株式 普通株式 7,001 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  65,287,701 － －

総株主の議決権  － 652,566 －

 

 

 

②【自己株式等】

    2021年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

武蔵精密工業株式

会社

愛知県豊橋市植田町

字大膳39番地の５
24,100 － 24,100 0.03

計 － 24,100 － 24,100 0.03

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 24,143 23,431

受取手形及び売掛金 33,776 29,080

商品及び製品 8,309 11,491

仕掛品 8,077 9,465

原材料及び貯蔵品 21,417 24,736

その他 6,430 7,748

貸倒引当金 △102 △81

流動資産合計 102,053 105,872

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 47,213 48,091

減価償却累計額 △24,197 △25,029

減損損失累計額 △293 △305

建物及び構築物（純額） 22,722 22,756

機械装置及び運搬具 223,359 225,061

減価償却累計額 △168,586 △172,733

減損損失累計額 △527 △541

機械装置及び運搬具（純額） 54,245 51,786

工具、器具及び備品 13,057 13,639

減価償却累計額 △9,315 △9,901

減損損失累計額 △15 △16

工具、器具及び備品（純額） 3,726 3,721

土地 7,488 7,427

建設仮勘定 14,065 16,409

有形固定資産合計 102,249 102,101

無形固定資産   

のれん 694 555

顧客関連資産 2,807 2,612

ソフトウエア 1,318 1,338

ソフトウエア仮勘定 36 36

その他 1,559 1,316

無形固定資産合計 6,416 5,858

投資その他の資産   

投資有価証券 9,749 15,492

出資金 777 1,001

長期貸付金 65 101

繰延税金資産 2,243 2,534

その他 2,556 2,977

貸倒引当金 △43 △63

投資その他の資産合計 15,348 22,043

固定資産合計 124,013 130,003

資産合計 226,066 235,876
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 17,843 16,220

短期借入金 38,932 54,487

１年内返済予定の長期借入金 11,410 9,785

未払金 3,967 3,871

未払費用 7,614 6,652

未払法人税等 1,954 1,109

賞与引当金 2,054 2,628

役員賞与引当金 23 14

製品補償引当金 235 214

その他 5,826 7,118

流動負債合計 89,862 102,103

固定負債   

長期借入金 27,151 22,197

繰延税金負債 2,653 3,512

退職給付に係る負債 6,695 6,341

その他 3,788 3,014

固定負債合計 40,289 35,065

負債合計 130,152 137,168

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,394 5,427

資本剰余金 3,093 3,126

利益剰余金 85,992 85,283

自己株式 △8 △8

株主資本合計 94,472 93,829

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,605 5,798

為替換算調整勘定 △11,581 △11,259

退職給付に係る調整累計額 △354 △55

その他の包括利益累計額合計 △9,330 △5,516

非支配株主持分 10,773 10,395

純資産合計 95,914 98,707

負債純資産合計 226,066 235,876
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 82,328 113,545

売上原価 74,942 99,403

売上総利益 7,386 14,142

販売費及び一般管理費 ※ 10,304 ※ 11,808

営業利益又は営業損失（△） △2,918 2,333

営業外収益   

受取利息 177 166

受取配当金 80 106

助成金収入 365 －

その他 166 140

営業外収益合計 790 413

営業外費用   

支払利息 320 261

為替差損 611 494

その他 65 54

営業外費用合計 997 810

経常利益又は経常損失（△） △3,126 1,936

特別利益   

固定資産売却益 8 29

負ののれん発生益 877 －

債務取崩益 547 －

特別利益合計 1,433 29

特別損失   

固定資産売却損 2 7

固定資産除却損 22 151

災害による損失 116 －

投資有価証券評価損 － 5

特別損失合計 141 165

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△1,834 1,801

法人税等 386 586

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,220 1,215

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △736 △33

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△1,484 1,248
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,220 1,215

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 77 3,192

為替換算調整勘定 1,450 243

退職給付に係る調整額 △35 288

その他の包括利益合計 1,493 3,724

四半期包括利益 △727 4,939

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △230 5,062

非支配株主に係る四半期包括利益 △497 △122
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
△1,834 1,801

減価償却費 7,799 8,309

災害による損失 116 －

のれん償却額 139 139

債務取崩益 △547 －

負ののれん発生益 △877 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5 △1

賞与引当金の増減額（△は減少） 491 567

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △33 △8

製品補償引当金の増減額（△は減少） △44 △8

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 165 127

受取利息及び受取配当金 △258 △272

支払利息 320 261

為替差損益（△は益） △191 △615

有形固定資産除売却損益（△は益） 16 129

投資有価証券評価損益（△は益） － 5

売上債権の増減額（△は増加） △2,253 4,829

棚卸資産の増減額（△は増加） 2,611 △7,918

仕入債務の増減額（△は減少） △2,256 △1,724

その他 4,140 △1,182

小計 7,509 4,439

利息及び配当金の受取額 260 271

利息の支払額 △318 △249

法人税等の支払額 △1,289 △2,735

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,161 1,726

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △6,409 △7,517

有形固定資産の売却による収入 11 184

無形固定資産の取得による支出 △39 △320

投資有価証券の取得による支出 △454 △1,397

貸付けによる支出 △126 △315

貸付金の回収による収入 67 317

子会社株式の取得による支出 △5 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入
1,176 －

その他 83 7

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,696 △9,041

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △4,696 15,527

長期借入れによる収入 10,038 －

長期借入金の返済による支出 △6,759 △6,228

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △684 △1,957

非支配株主への配当金の支払額 △335 △255

その他 △243 △206

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,680 6,879

現金及び現金同等物に係る換算差額 651 △154

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,563 △590

現金及び現金同等物の期首残高 23,246 24,891

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 21,683 ※ 24,300
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に

与える影響は軽微であります。

 

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、顧客から製造のために使用する原材料等の支給を受け、加工を行ったうえで売り戻す取引（有償

受給取引）については、従来は原材料等の価格を含めた総額で収益を認識しておりましたが、売り戻し義務があ

る一部の原材料等の仕入価格を除いた純額で収益を認識することといたしました。

また、取引先に対し原材料等を支給し、外注加工を受けた後に買い戻す取引（有償支給取引）については、従来

は支給時点で棚卸資産の消滅を認識しておりましたが、当該取引において買い戻す義務を負っていることから、

第２四半期末時点において、取引先で保有する当該原材料等について棚卸資産として、債務を流動負債として認

識いたしました。

また、当社及び当社の国内連結子会社において、輸出取引における収益認識は、主に船積時に収益を認識してお

りましたが、インボイスに記載のインコタームズ等で定められた貿易条件に基づきリスク負担が顧客に移転した

時に、収益を認識することといたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし収

益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第1四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従っ

てほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高が124百万円、売上原価が124百万円減少しており、棚卸資産が58

百万円、流動負債が58百万円増加しております。なお、利益剰余金の当期首残高への影響は軽微であります。また、

「四半期連結財務諸表に関する会計基準（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な

取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しており

ません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

当社及び当社の国内連結子会社は、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。
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（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積り）

前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した、新型コロナウイルス感染症拡大の

影響に関する仮定について、当第２四半期連結累計期間において、重要な変更はありません。

 

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い）

当社及び一部の国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（令和２年法律第８号）において創

設されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた

項目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実

務対応報告第39号2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第28号2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額につい

て、改正前の税法の規定に基づいております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
　　至 2020年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
　　至 2021年９月30日）

従業員給与賞与 2,790百万円 2,883百万円

荷造運搬費 1,374 2,490

減価償却費 1,026 1,052

賞与引当金繰入額 400 437

退職給付費用 101 110

役員賞与引当金繰入額 27 17

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年９月30日）

現金及び預金勘定 19,309百万円 23,431百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △365 △365

流動資産その他勘定（随時換金可能な短期投資） 2,739 1,234

現金及び現金同等物 21,683 24,300
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月30日

定時株主総会
普通株式 684 10.5 2020年３月31日 2020年７月１日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年11月４日

取締役会
普通株式 326 5 2020年９月30日 2020年12月１日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月22日

定時株主総会
普通株式 1,957 30 2021年３月31日 2021年６月23日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年11月４日

取締役会
普通株式 979 15 2021年９月30日 2021年11月30日 利益剰余金

 

 

EDINET提出書類

武蔵精密工業株式会社(E02237)

四半期報告書

16/21



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 2020年４月１日　至 2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 日本 米州 アジア 中国 欧州 合計
調整額

(注）１

四半期連結損

益計算書計上

額（注）２

売上高         

外部顧客への売上高 12,366 19,113 16,115 14,317 20,415 82,328 － 82,328

セグメント間の内部売

上高又は振替高
9,206 81 601 1,172 730 11,792 △11,792 －

計 21,573 19,195 16,717 15,490 21,145 94,121 △11,792 82,328

セグメント利益又は損失

（△）
△1,980 140 △1,334 1,938 △1,875 △3,111 193 △2,918

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額193百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失（△）と調整を

行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「日本」セグメントにおいて、JMエナジー株式会社（現　武蔵エナジーソリューションズ株式会社）の

発行済株式の80％を取得し、同社を連結子会社としました。当該事象による負ののれん発生益の計上額

は、当第２四半期連結累計期間においては877百万円であります。なお、負ののれんの金額は第１四半期

連結会計期間において暫定的な会計処理を行っておりましたが、当第２四半期連結会計期間に確定してお

ります。なお、負ののれん発生益の金額に修正は生じておりません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 2021年４月１日　至 2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 日本 米州 アジア 中国 欧州 合計
調整額

(注）１

四半期連結損

益計算書計上

額（注）２

売上高         

外部顧客への売上高 16,233 24,718 25,564 14,279 32,749 113,545 － 113,545

セグメント間の内部売

上高又は振替高
12,742 104 967 1,355 1,243 16,413 △16,413 －

計 28,975 24,822 26,532 15,635 33,993 129,959 △16,413 113,545

セグメント利益又は損失

（△）
757 △47 1,781 1,109 △1,269 2,332 1 2,333

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額１百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する情報

(会計方針の変更）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首より収益認識会計基準等を適用

し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に

変更しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

当第２四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年９月30日）

     （単位：百万円）

 日本 米州 アジア 中国 欧州 合計

本田技研工業株式会社

及びその関係会社
10,367 18,362 17,742 8,737 － 55,210

その他グローバルカスタマー 5,865 6,356 7,821 5,542 32,749 58,335

外部顧客への売上高 16,233 24,718 25,564 14,279 32,749 113,545

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

１株当たり四半期純利益

又は１株当たり四半期純損失（△）
△22円77銭 19円14銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）（百万円）
△1,484 1,248

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（百万円）

△1,484 1,248

普通株式の期中平均株式数（株） 65,192,620 65,246,703

（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

2021年11月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額 ……………………………………… 979百万円

（ロ）１株当たりの金額 ………………………………… 15円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 ………… 2021年11月30日

（注）　2021年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年11月１日

武蔵精密工業株式会社

取締役会 御中

 

EY新日本有限責任監査法人

名 古 屋 事 務 所
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮川 朋弘

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田中 勝也

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中岡 秀二郎

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている武蔵精密工業

株式会社の２０２１年４月１日から２０２２年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（２０２１年７

月１日から２０２１年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（２０２１年４月１日から２０２１年９月３０日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、武蔵精密工業株式会社及び連結子会社の２０２１年９月３０日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか
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結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期

連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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